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野村豪州債券ファンド 
Aコース／Bコース 

運用報告書(全体版)
 

第28期（決算日2017年９月５日） 
 

作成対象期間（2017年３月７日～2017年９月５日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
なお、当ファンドは、2017年５月30日に信託期間を延長する約款変更を行い、信託期間終了日
は2023年９月５日となりましたので、ご留意下さい。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
 Aコース Bコース 

商 品 分 類 追加型投信／海外／債券 
信 託 期 間 2003年９月３日から2023年９月５日までです。 

運 用 方 針 

オーストラリアドル建ての公社債（オーストラリア国債・政府機関債・準政府債（州政府債）、国際機関債、社債など）を実質的な主
要投資対象とし、信託財産の成長を図ることを目的として積極的な運用を行うことを基本とします。 
実質外貨建て資産については、原則として為替ヘッジにより為替変
動リスクの低減を図ることを基本とします。 

実質外貨建て資産については、原則として為替ヘッジを行いません。

主な投資対象 

野村豪州債券ファンド 
Aコース／Bコース 

「野村豪州債券ファンド マザーファンド」受益証券を主要投資対象とします。なお、公社債等に直接投資す
る場合があります。 

野村豪州債券ファンド 
マザーファンド 

オーストラリアドル建ての公社債を主要投資対象とします。 

主な投資制限 

野村豪州債券ファンド 
Aコース／Bコース 

外貨建て資産への実質投資割合には制限を設けません。株式への投資は転換社債を転換したもの等に限り、
株式への実質投資割合は信託財産の純資産総額の30％以内とします。 

野村豪州債券ファンド 
マザーファンド 

外貨建て資産への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として利子・配当等収益等を中心に安定分配を行います。ただし、基準価額水準等によっては売買益等が中心となる
場合があります。 
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－ 1 － 

野村豪州債券ファンドAコース／Bコース

＜Aコース＞ 

○ 近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産
総 額(分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中
騰 落 率

 
期 中
騰 落 率

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

24期(2015年９月７日) 9,978 76 △0.3 120.97 0.1 91.6 △26.6 232

25期(2016年３月７日) 9,891 29 △0.6 121.13 0.1 96.9 △21.0 231

26期(2016年９月５日) 10,098 33 2.4 124.81 3.0 97.7 △ 9.7 115

27期(2017年３月６日) 9,680 32 △3.8 119.92 △3.9 96.1 △ 9.4 108

28期(2017年９月５日) 9,706 41 0.7 121.53 1.3 97.7 － 107
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

＊ ベンチマーク（＝ブルームバーグオーストラリア債券（総合）インデックス（円ヘッジベース））は、Bloomberg AusBond Composite 0+ Yr Index

（オーストラリアドルベース）を基に、当社が独自にヘッジコストを考慮して円換算したものです。設定時を100として指数化しています。

＊ ブルームバーグ・ファイナンス・エル・ピーおよびその関係会社（以下「ブルームバーグ」と総称します。）は、野村アセットマネジメ

ントの関係会社ではなく、野村豪州債券ファンドAコースを承認し、是認し、レビューしまたは推奨するものではありません。ブルーム

バーグおよびブルームバーグオーストラリア債券（総合）インデックス（Bloomberg AusBond Composite 0+ Yr Index）は、ブルームバー

グ・ファイナンス・エル・ピーの商標またはサービスマークであり、野村アセットマネジメントに対してライセンスされています。ブ

ルームバーグは、ブルームバーグオーストラリア債券（総合）インデックス（Bloomberg AusBond Composite 0+ Yr Index）に関連するい

かなるデータまたは情報の適時性、正確性または完全性も保証するものではありません。 

（出所）ブルームバーグ 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 債   券 

組 入 比 率 
債   券
先 物 比 率 騰 落 率  騰 落 率

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％

2017年３月６日 9,680 － 119.92 － 96.1 △9.4

３月末 9,728 0.5 120.64 0.6 95.6 △9.4

４月末 9,749 0.7 121.10 1.0 94.0 △9.5

５月末 9,834 1.6 122.45 2.1 96.3 △6.0

６月末 9,756 0.8 121.64 1.4 100.4 －

７月末 9,728 0.5 121.19 1.1 98.0 －

８月末 9,725 0.5 121.19 1.1 98.2 －

(期  末)   

2017年９月５日 9,747 0.7 121.53 1.3 97.7 －
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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－ 2 － 

野村豪州債券ファンドAコース／Bコース

＜Bコース＞ 

○ 近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

純 資 産
総 額(分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中
騰 落 率

 
期 中
騰 落 率

 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

24期(2015年９月７日) 11,414 257 △10.7 232.50 △10.6 95.7 △27.8 2,724

25期(2016年３月７日) 11,528 197 2.7 240.74 3.5 94.8 △20.5 2,712

26期(2016年９月５日) 11,004 181 △ 3.0 234.83 △ 2.5 95.4 △ 9.5 2,529

27期(2017年３月６日) 11,554 181 6.6 250.97 6.9 94.6 △ 9.3 2,569

28期(2017年９月５日) 11,714 175 2.9 259.68 3.5 95.5 － 2,570
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

＊ ベンチマーク（＝ブルームバーグオーストラリア債券（総合）インデックス（円換算ベース））は、Bloomberg AusBond Composite 0+ Yr Index

（オーストラリアドルベース）を基に、当社が独自に円換算したものです。設定時を100として指数化しています。 

＊ ブルームバーグ・ファイナンス・エル・ピーおよびその関係会社（以下「ブルームバーグ」と総称します。）は、野村アセットマネジメ

ントの関係会社ではなく、野村豪州債券ファンドBコースを承認し、是認し、レビューしまたは推奨するものではありません。ブルーム

バーグおよびブルームバーグオーストラリア債券（総合）インデックス（Bloomberg AusBond Composite 0+ Yr Index）は、ブルームバー

グ・ファイナンス・エル・ピーの商標またはサービスマークであり、野村アセットマネジメントに対してライセンスされています。ブ

ルームバーグは、ブルームバーグオーストラリア債券（総合）インデックス（Bloomberg AusBond Composite 0+ Yr Index）に関連するい

かなるデータまたは情報の適時性、正確性または完全性も保証するものではありません。 

（出所）ブルームバーグ 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 債   券 

組 入 比 率 
債   券
先 物 比 率 騰 落 率  騰 落 率

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％

2017年３月６日 11,554 － 250.97 － 94.6 △9.3

３月末 11,578 0.2 251.61 0.3 95.2 △9.4

４月末 11,284 △2.3 245.30 △2.3 94.8 △9.5

５月末 11,358 △1.7 247.46 △1.4 96.0 △6.0

６月末 11,727 1.5 256.04 2.0 95.8 －

７月末 11,941 3.3 260.65 3.9 96.5 －

８月末 11,899 3.0 259.77 3.5 96.2 －

(期  末)   

2017年９月５日 11,889 2.9 259.68 3.5 95.5 －
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊債券先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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－ 3 － 

野村豪州債券ファンドAコース／Bコース

＜Aコース＞ 

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2017年３月６日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なり、また、ファンドの購入価額により課税条件も異なりま

すので、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）ベンチマークは、ブルームバーグオーストラリア債券（総合）インデックス（円ヘッジベース）です。ベンチマークは、作成期首（2017

年３月６日）の値が基準価額と同一となるように計算しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

基準価額は、当作成期首の9,680円から当作成期末には9,706円となりました。 

 

・保有債券から生じるキャピタルゲイン（またはロス）（価格変動損益） 

・保有債券から生じるインカムゲイン（利子収入） 

・当作成期を通じた為替ヘッジに伴うコスト 
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－ 4 － 

野村豪州債券ファンドAコース／Bコース

＜Aコース＞ 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

基準価額（分配金込み）の騰落率は＋0.7％と

なり、ベンチマークであるブルームバーグオー

ストラリア債券（総合）インデックス（円ヘッ

ジベース）の＋1.3％を0.6ポイント下回りまし

た。主な差異の要因は、［野村豪州債券ファンド 

マザーファンド］においての資産配分戦略など

が挙げられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎分配金 

収益分配金については、利子・配当収入、諸経費などを勘案して決定し、１万口当たり41円

とさせていただきました。 

留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第28期 

2017年３月７日～ 
2017年９月５日 

当期分配金 41 

(対基準価額比率) 0.421％

 当期の収益 41 

 当期の収益以外 － 

翌期繰越分配対象額 5,517 
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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－ 5 － 

野村豪州債券ファンドAコース／Bコース

＜Bコース＞ 

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2017年３月６日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なり、また、ファンドの購入価額により課税条件も異なりま

すので、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）ベンチマークは、ブルームバーグオーストラリア債券（総合）インデックス（円換算ベース）です。ベンチマークは、作成期首（2017

年３月６日）の値が基準価額と同一となるように計算しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

基準価額は、当作成期首の11,554円から当作成期末には11,714円となりました。 

 

・保有債券から生じるキャピタルゲイン（またはロス）（価格変動損益） 

・保有債券から生じるインカムゲイン（利子収入） 

・当作成期を通じて、円安豪ドル高に推移した為替相場 
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－ 6 － 

野村豪州債券ファンドAコース／Bコース

＜Bコース＞ 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

基準価額（分配金込み）の騰落率は＋2.9％と

なり、ベンチマークであるブルームバーグオー

ストラリア債券（総合）インデックス（円換算

ベース）の＋3.5％を0.6ポイント下回りました。

主な差異の要因は、［野村豪州債券ファンド マ

ザーファンド］においての資産配分戦略などが

挙げられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎分配金 

収益分配金については、利子・配当収入、諸経費などを勘案して決定し、１万口当たり175

円とさせていただきました。 

留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第28期 

2017年３月７日～ 
2017年９月５日 

当期分配金 175 

(対基準価額比率) 1.472％

 当期の収益 175 

 当期の収益以外 － 

翌期繰越分配対象額 4,369 
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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野村豪州債券ファンドAコース／Bコース

＜Aコース／Bコース＞ 

○投資環境 

・RBA（豪州中央銀行）は、2017年８月の金融政策決定会合において、政策金利であるオフィ

シャル・キャッシュレートを1.50％に据え置くことを決定しました。 

 

・当作成期間では、トランプ米政権の政策実行力への不安などから、安全資産とする国債の需

要が高まったことを受け、豪州国債の利回りは低下（価格は上昇）しました。 

 

・当作成期間では、豪ドルは対円で上昇（円安）しました。期間中は、雇用統計が堅調な内容

であったことなどから、豪ドルは上昇しました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 

［野村豪州債券ファンド マザーファンド］ 

・主要投資対象である豪ドル建ての公社債（先物を含まない）の組入比率は概ね高位を維持し

ました。 

・格付配分については、AAA格、AA格の銘柄を中心に投資しました。 

・セクター別配分については、国債や社債等を中心に投資しました。 

 

［野村豪州債券ファンドAコース］ 

主要投資対象である［野村豪州債券ファンド マザーファンド］受益証券を概ね高位に組み

入れました。 

運用の基本方針に従い、為替変動リスクを低減させるため、保有する実質的な外貨建て資産

の持分について、為替ヘッジを行いました。 

 

［野村豪州債券ファンドBコース］ 

主要投資対象である［野村豪州債券ファンド マザーファンド］受益証券を概ね高位に組み

入れました。 

保有する実質的な外貨建て資産の持分について、為替ヘッジは行いませんでした。 
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野村豪州債券ファンドAコース／Bコース

＜Aコース／Bコース＞ 

◎今後の運用方針 

［野村豪州債券ファンド マザーファンド］ 

・信託財産の成長を図ることを目的として、積極的な運用を行い、中長期的にベンチマークを

上回る投資成果を達成することを目指します。 

・中長期的なインカムゲインの獲得をリターンの主な源泉とし、市場環境や見通しに対応した

ポートフォリオのデュレーション（利回り感応度）調整や債券の満期構成のバランス調整お

よび投資対象資産の債券種別、格付、銘柄等の選択を行います。 

 

［野村豪州債券ファンドAコース］ 

主要投資対象である［野村豪州債券ファンド マザーファンド］受益証券を高位に組み入れ

ます。 

運用の基本方針に従い、為替変動リスクを低減させるため、保有する実質的な外貨建て資産

の持分について、為替ヘッジを行う方針です。 

 

［野村豪州債券ファンドBコース］ 

主要投資対象である［野村豪州債券ファンド マザーファンド］受益証券を高位に組み入れ

ます。 

保有する実質的な外貨建て資産の持分について、為替ヘッジは行わない方針です。 
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野村豪州債券ファンドAコース／Bコース

＜Aコース＞ 

○１万口当たりの費用明細 (2017年３月７日～2017年９月５日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 42  0.433 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (21)  (0.217) ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (18)  (0.190) 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 3)  (0.027) ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 0   0.002  (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） ( 0)  (0.002)  

（c） そ の 他 費 用 1   0.006  (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 0)  (0.005) 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.001) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 43   0.441   

期中の平均基準価額は、9,753円です。  

 
＊ 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
＊ 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
＊ 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 
＊ 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2017年３月７日～2017年９月５日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円
野村豪州債券ファンド マザーファンド 3,309 7,950 4,899 12,160

 
＊ 単位未満は切り捨て。 
  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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野村豪州債券ファンドAコース／Bコース

＜Aコース＞ 

○利害関係人との取引状況等 (2017年３月７日～2017年９月５日) 

 

＜野村豪州債券ファンドAコース＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜野村豪州債券ファンド マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
為替直物取引 － － － 2,020 185 9.2

平均保有割合 0.4%   
 
※ 平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
信託銀行です。 

 

○組入資産の明細 (2017年９月５日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円

野村豪州債券ファンド マザーファンド 44,381 42,792 107,960
 
＊ 口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2017年９月５日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

野村豪州債券ファンド マザーファンド 107,960 97.6

コール・ローン等、その他 2,674 2.4

投資信託財産総額 110,634 100.0
 
＊ 金額の単位未満は切り捨て。 
＊ 野村豪州債券ファンド マザーファンドにおいて、当期末における外貨建て純資産（27,161,140千円）の投資信託財産総額（27,648,878千円）

に対する比率は98.2％です。 
＊ 外貨建て資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１豪ドル＝87.15円。 
  

利害関係人との取引状況 

親投資信託残高 
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野村豪州債券ファンドAコース／Bコース

＜Aコース＞ 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2017年９月５日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 214,203,095  

 コール・ローン等 1,564,247  

 野村豪州債券ファンド マザーファンド(評価額) 107,960,047  

 未収入金 104,678,801  

(B) 負債 106,619,874  

 未払金 105,690,924  

 未払収益分配金 454,431  

 未払信託報酬 473,391  

 未払利息 2  

 その他未払費用 1,126  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 107,583,221  

 元本 110,836,927  

 次期繰越損益金 △  3,253,706  

(D) 受益権総口数 110,836,927口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,706円
 

（注）期首元本額は112,088,260円、期中追加設定元本額は5,727,806

円、期中一部解約元本額は6,979,139円、１口当たり純資産額は

0.9706円です。 

（注）投資信託財産の運用の指図に係わる権限の全部又は一部を委

託する為に要する費用、支払金額27,683,881円。（野村豪州債券

ファンド マザーファンド） 

○損益の状況 (2017年３月７日～2017年９月５日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 △       212  

 支払利息 △       212  

(B) 有価証券売買損益 1,166,887  

 売買益 9,244,937  

 売買損 △ 8,078,050  

(C) 信託報酬等 △   474,517  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 692,158  

(E) 前期繰越損益金 △ 2,911,531  

(F) 追加信託差損益金 △   579,902  

 (配当等相当額) (  49,793,279) 

 (売買損益相当額) (△50,373,181) 

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △ 2,799,275  

(H) 収益分配金 △   454,431  

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △ 3,253,706  

 追加信託差損益金 △   579,902  

 (配当等相当額) (  49,803,292) 

 (売買損益相当額) (△50,383,194) 

 分配準備積立金 11,355,918  

 繰越損益金 △14,029,722  
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2017年３月７日～2017年９月５日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2017年３月７日～ 
2017年９月５日 

a. 配当等収益(経費控除後) 1,629,253円

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円

c. 信託約款に定める収益調整金 49,803,292円

d. 信託約款に定める分配準備積立金 10,181,096円

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 61,613,641円

f. 分配対象収益(１万口当たり) 5,558円

g. 分配金 454,431円

h. 分配金(１万口当たり) 41円
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野村豪州債券ファンドAコース／Bコース

＜Aコース＞ 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 41円
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合 

分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合 

分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合 

分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

①スワップ取引に係る評価の方法につき、法令および一般社団法人投資信託協会規則に従って

評価する汎用的な記載に変更する所要の約款変更を行いました。 

＜変更適用日：2017年３月31日＞ 

 

②外国為替予約取引に係る担保授受に関する規定を追加する所要の約款変更を行いました。

 ＜変更適用日：2017年３月31日＞ 

 

③金利先渡取引および為替先渡取引に係る評価の方法につき、法令および一般社団法人投資信

託協会規則に従って評価する汎用的な記載に変更する所要の約款変更を行いました。 

＜変更適用日：2017年３月31日＞ 

 

④信託期間を５年更新し、信託期間終了日を2023年９月５日とする所要の約款変更を行いました。 

  ＜変更適用日：2017年５月30日＞ 
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野村豪州債券ファンドAコース／Bコース

＜Bコース＞ 

○１万口当たりの費用明細 (2017年３月７日～2017年９月５日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 50  0.433 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (25)  (0.217) ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (22)  (0.190) 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 3)  (0.027) ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 0   0.002  (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） ( 0)  (0.002)  

（c） そ の 他 費 用 1   0.006  (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 1)  (0.005) 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.001) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 51   0.441   

期中の平均基準価額は、11,631円です。  

 
＊ 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
＊ 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
＊ 売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 
＊ 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2017年３月７日～2017年９月５日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円
野村豪州債券ファンド マザーファンド 31,740 77,500 65,833 164,100

 
＊ 単位未満は切り捨て。 
  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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野村豪州債券ファンドAコース／Bコース

＜Bコース＞ 

○利害関係人との取引状況等 (2017年３月７日～2017年９月５日) 

 

＜野村豪州債券ファンドBコース＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜野村豪州債券ファンド マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
為替直物取引 － － － 2,020 185 9.2

平均保有割合 9.2%   
 
※ 平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
信託銀行です。 

 

○組入資産の明細 (2017年９月５日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円

野村豪州債券ファンド マザーファンド 1,034,059 999,967 2,522,816
 
＊ 口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2017年９月５日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

野村豪州債券ファンド マザーファンド 2,522,816 96.2

コール・ローン等、その他 98,847 3.8

投資信託財産総額 2,621,663 100.0
 
＊ 金額の単位未満は切り捨て。 
＊ 野村豪州債券ファンド マザーファンドにおいて、当期末における外貨建て純資産（27,161,140千円）の投資信託財産総額（27,648,878千円）

に対する比率は98.2％です。 
＊ 外貨建て資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１豪ドル＝87.15円。 
  

利害関係人との取引状況 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2017年９月５日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 2,621,663,665  

 コール・ローン等 26,146,881  

 野村豪州債券ファンド マザーファンド(評価額) 2,522,816,784  

 未収入金 72,700,000  

(B) 負債 51,327,811  

 未払収益分配金 38,398,162  

 未払解約金 1,769,602  

 未払信託報酬 11,132,240  

 未払利息 43  

 その他未払費用 27,764  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,570,335,854  

 元本 2,194,180,700  

 次期繰越損益金 376,155,154  

(D) 受益権総口数 2,194,180,700口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,714円
 

（注）期首元本額は 2,223,807,280 円、期中追加設定元本額は

61,514,021円、期中一部解約元本額は91,140,601円、１口当たり

純資産額は1.1714円です。 

（注）投資信託財産の運用の指図に係わる権限の全部又は一部を委

託する為に要する費用、支払金額27,683,881円。（野村豪州債券

ファンド マザーファンド） 

○損益の状況 (2017年３月７日～2017年９月５日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 △      6,250  

 支払利息 △      6,250  

(B) 有価証券売買損益 84,567,523  

 売買益 86,822,737  

 売買損 △  2,255,214  

(C) 信託報酬等 △ 11,160,004  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 73,401,269  

(E) 前期繰越損益金 69,410,080  

(F) 追加信託差損益金 271,741,967  

 (配当等相当額) (  508,310,803) 

 (売買損益相当額) (△236,568,836) 

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 414,553,316  

(H) 収益分配金 △ 38,398,162  

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 376,155,154  

 追加信託差損益金 271,741,967  

 (配当等相当額) (  508,403,627) 

 (売買損益相当額) (△236,661,660) 

 分配準備積立金 450,299,692  

 繰越損益金 △345,886,505  
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2017年３月７日～2017年９月５日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2017年３月７日～ 
2017年９月５日 

a. 配当等収益(経費控除後) 42,402,660円

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円

c. 信託約款に定める収益調整金 508,403,627円

d. 信託約款に定める分配準備積立金 446,295,194円

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 997,101,481円

f. 分配対象収益(１万口当たり) 4,544円

g. 分配金 38,398,162円

h. 分配金(１万口当たり) 175円
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 175円
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合 

分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合 

分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合 

分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

①スワップ取引に係る評価の方法につき、法令および一般社団法人投資信託協会規則に従って

評価する汎用的な記載に変更する所要の約款変更を行いました。 

＜変更適用日：2017年３月31日＞ 

 

②外国為替予約取引に係る担保授受に関する規定を追加する所要の約款変更を行いました。

 ＜変更適用日：2017年３月31日＞ 

 

③金利先渡取引および為替先渡取引に係る評価の方法につき、法令および一般社団法人投資信

託協会規則に従って評価する汎用的な記載に変更する所要の約款変更を行いました。 

＜変更適用日：2017年３月31日＞ 

 

④信託期間を５年更新し、信託期間終了日を2023年９月５日とする所要の約款変更を行いました。 

  ＜変更適用日：2017年５月30日＞ 
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